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歴史はひとつだけの出来事の集積ではなく､多面的で複雑に絡み合い今に至るまで続いています。

甲府に多くの占墳が残るのはなぜか､ヤマトタケルノミコトが東征帰路の足を||:めたのはなぜか?

武田一族がやって来たのはなぜか､武田家|:1群が11:戸幕府の咀職にあったのはなぜか?

その場所にQ:ち､その理由を知ると個別に見えていた点と点を繋ぐ糸が見え始めます。

名山に囲まれた美しい自然と､昔の人々の息づかいを感じながら

思わずｆにとって歴史散策をしたくなる…時を超え思いを馳せ、

ワクワクしながらご覧いただける‥･そんな楽しいガイドブックです。

さあ１あa）頃の員を感じ忿がら…

４次元ツーリ：ズムのはじまＵ゛どす…．
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甲府市は縄文時代の遺跡が北部の山間地域から

中部にかけてありました｡現在曽根丘陵公園(|日

中道町地域)には多＜の古墳が残り往審の雰囲気

が楽しめます｡また弥生時代の遺跡は湯村温泉郷

の万寿森古墳(横穴では県内最古種)･加牟那塚

古墳(横穴では県内最大)など渡来人ゆかりと思

われるものもあﾘ住民の変遷もうかがわれます。
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★武��下町タイムスリップコース

・甲斐府中の古道を歩く

　(武田信玄と顎IS時代)‥‥‥‥3･4

むオプショナルスポット紹介

●武田三代の盛衰体感

武田家墓所巡り…………5･6

信玄のzl{涯ゆかり巡り…‥‥‥5

甲府五|||と甲斐善光､y……6

★甲府�下瞰タイムスリップコース

■二の堀跡を歩く

　{近眼域ﾄﾞ町l･･･････‥･････‥･7

■その華やかな町人文化

　{近|11域ﾄﾞ町}‥‥‥‥‥‥‥‥‥a

★＋α４次元体●(まち畠るきlコース

■甲州道中十ａ

　(訥折～中心街)‥‥‥‥‥‥9･10

●弘法大師伝説十ａ

　(剔村ｌｇ郷l‥‥‥‥‥‥‥‥11

●太宰治が愛したまち＋a

　(●III通妁周辺)‥‥‥‥‥‥‥12

●中道古墳群＋ａ

　(曽根丘陵公|馴)‥‥‥‥‥‥‥13

★郷士ゆかりの人物紹介+働●コース

●山崎方代

　〔漂泊歌Åと中道往還〕‥‥‥‥14

●長田円右衛門

　{御岳昇仙鹸●発}‥‥‥‥‥‥14

・は基本モデルコース

監修／山梨郷土研究会林陽一郎
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一一ｹ崎館跡(現･武|||神社)

　　(っっしがさきやかたあと)｜

その名の通りツツジがいっぱいの里でしだ

！信玄の父一信虎が石匍からこの地に居館を移し、

Ｓ主部が築かれました｡現在は武田神社となって

　｀･ SI!劃E

　　　　　　古八幡神社{ふるはちまんじんじや}

　　　､、　　武神としての慟魏でしょうか

　　　　　　舗倉の鶴ケ岡ハ幡宮を勧舗したもので､佃

　　　　　｡"虎によって石和から●圖ケ蛸鮪西側に秘さ

　　　　一一　　れました｡その後､時代とともに移転Ｌ現在

　i¨　　　　地に｡峰本自治会館奥にI祀られています。

1

武田差も見えますね。

叡回三〕

西昌院跡(六角堂)
j.1いし､r-1いん､M.しl･

腫鐘ゆかIJの

お地震さんがかわいい　　　１

･武田勝一が一てた､儒虎の側雷

はたは信玄の姉)の菩提寺跡。

今は六角惚だけが残っていて、Ｉ

おｓの中にはお地｣酸さんがΞ｜

休安茜されています。　　　・

甲府駅北口

います｡宝物殿には館の復元楼型や繕張り図を

はじめ､武田氏ゆかりの文化財が眉示されてい

ます、

●ｇ辺国の情勢がS､であったのか､佃虎は完成前こちら

に禧ったそうです｡平城で･はありますが､Ξ日月型の垣を

数個扇梨に配置したり､背面の山城配置など繊密な計獅

がなされ､当時とすると最大飯の規糧でした。

宝物灘D負n ●g､0C～1&30 ●300円

松木堀(まっきぽﾘ)

武田神社が

お城だったなごり

武田氏滅亡の後､車両ケ崎

館の防御のために増築さ

れた梅暦曲輪(ばいおうく

るわ)を囲むお堀｡その一

部が今も残っています。

●亙玉〕満蔵院(まんぞ･ういんl

　　　　--－-－－‥信一の●のあと

信虎が霊夢を感じて像を造り､建立した清水寺

が創』廃です｡その後､信玄が毘沙門堂をこの寺

に移して改称(信玄の祈願寺)｡境内にある石造

りの狛犬は市内最古のものです。

･哺S!-,。
・ｔ口にもタクシ一プールがあります。

崇駅から武田神社まで･は・い上り坂です。

　体力自慢の方にはォススメ｡

　〔甲府駅一一武田神社の路紬バスあり〕

一 一 一 一
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柳jゝ路呻なきこうし）

現在の武田神社に続く武田通り

扉両ケ崎館を中心とする城下町の北

半分にあったこの通ﾘには､武家屋敷

が立ち並んでいたと伝えられていま

す｡春は延々と続く桜並木。

紺屋ぺb路にんやこうじ)

組荷職人と呼ぱれ､農業のかたわら

武将の旗指物や手綱､馬具の染物の

注文に応じていた人4が暮らしてい

た地域(元紺屋町の辺り)を通る路。

大泉寺小路
(だいせんじこうし)

南北基幹道路のうちの一つ｡城下町

の最も東側に位置していました｡儒

虎の菩提寺･大泉寺の脇を通るため

この名がつけられたそうです。

※甲府駅南□にはレンタカー会社か多数あります

ふ甲府駅北口から武田神社まで路線バスがあります

●各ポイントともーマークの無い所は駐車場はありません

　圖マークは有料駐車場です
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河尻塚大白づｶヽ･

ちょっと怖いお話です
彰E〕

Ilt田吻､滅亡後､縫田佃拠の家臣･

７]斌義隆は甲斐一国を４えられま

したが､本療寺の変により地位が

暗転｡一裡が起こり､この地に逆さ

まにして埋められたと伍わります。
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山乙人学Ｊ

に梨入学
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大泉寺(式H3虎墓㈲(-・に

塞纏美､蟻集寂の方､デザイナーの方必見

侶玄の父･侶虎が自ら開基Ｌたお寺｡本堂左奥

|･こ一所があ･J､門や石唇などのデザインがなか

なか特徴的で血白いのでぜ･ひ｡境内の東側に

は一W､山稲荷もあります。

●ii簿1､jλる父･佃Jj.の肖働薦をはじ胎､毎くの文化財

7･ヽ･!｡･1､･]Irいまt｡昌近liﾊﾟﾜｰｽﾎﾟｯﾄとLても有名に。
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長禅寺(信虎jE家墓所)(ち､うifに

　　　　　　　母を近くに･･･名将もÅの子

信玄の母･大井夫人の菩提寺｡もともと鮎沢(現

南アルプス市Ｍこあったものをこの岫に新たに

IIU建し､鮎沢の方は古極禅寺となりました｡信塵

が描いた夫人倫が保存されています。

｀1
劃ＲＳ四回回国1

　　　　　　　..…　　　　･“"゛゛♂l｀-｢74T7

－ご艶

eｍ〕

円光院(信玄ilﾐ室墓所)(えぺう犬

甲府を見渡す特別な場所

信玄の奥方､三條夫人のお墓があります｡彼女は運命

に翻弄言れた戦国女性の代表格ですね｡境内には写

真のような珍しい掲示板も｡ちなみにこの|西方～｣

は､かの｢心頭滅却すれば火自ずから涼し｣で有名な

恵材寺(塩山)の快川和尚のものです。

●天人は京都の公家の娘で今川義元の媒酌により16歳の時に

包玄と結婚しました｡甲府盆地の眺めは素晴らしく､また､春は

桜が見事です。

ｔＥ〕

武田信玄火葬塚
(だけだしんけんかそうづか)

信玄最初のお墓

伝玄の遺骸が最初に収められてい

た場所｡彼は最期に3年間の秘喪を

命じ､勝頼はそれを守って3年後に恵

林寺にて葬儀を執り行いました｡わ

ずか享年53歳の生涯でした。

一

塀のデザインも５しゃれ!!
J

em〕

Ｘご

華光院cけこういんl

上の太子堂から

南アルプスが一望です

信虎が建てた荒神堂を､信玄が

こちらに移して真仰山華光院良

材寺と名づけ､祈願所としまし

た｡山梨県には数少ない真言宗

のお寺です。

Ｗ

●蓋〕

愛宕神社(あたこじんじや1

鳥門が怖かったんですね

もとは武田氏居館の北東に鎮

守として祀られていましたが、

徳川寂農の先陣祈祷の折､甲

府城の鬼門除けに現在地へ穆

されまＬた。



川

(えんこういん:

武田神社を望む場所で�sJます

佃玄は元服後に公家の名門から三

条の方を正察として迎えます｡夫人

亡き後､法名lごちなんで改獅された

このお寺には､嫁いだ際に持参した

木造釈迦如来坐像や彼女が皇室か

ら特別に使用を許可された愛用の

鍍も現存しています。
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ここで若君誕生の夢を見た･　ｙ．

とぃう伝説や信玄本人がぺ.

こ↓こある石を枕に戦いの勝　　ﾍｸ．
　　　　　　－．．．　」’‘一一Ｓ

R358

白

敗を占う筝を見たといった

ような言い伝えがあります。

大泉寺の東個IUです。

天賦寺境四から只.える夢問山

境内には夢山稲荷もある

泄きすいLﾆ】

個玄�生の培と

価わる寺

1521年､飯田河原

の戦いの陥､痍重

の大井夫人が戦火

を追れて非難L､こ

こで信玄各出座し

ました｡本営裏手に

は､信玄が塵彊を

つかった井戸が

残っています。

ぞ･甲府駅北口から武田神社まで路線バスがあ‘．

鮪の爽佃]lr大手□があﾘ｡そこに武田家

の城の特徴?･あるΞ日月壇かつくられ

ました｡これは伝説の軍師･山本勘助の

齢言|こよるものとも伝えられています。

武
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信
玄
の
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武田信玄火葬塚
(たけだしんげんかそうづか)

三年の間､死を伏せさせた信玄でした

三河攻め途上で病死した信玄の法体は､武

田24将の一人､土屋右衛門昌次の邸内に仮

埋葬されていました｡後に銘が記された石抱

か発掘され､墓と定められました｡

川吋「|与１¬を|父め1引｡､泌所やお寺自体も襲撃され消失したものもありよしたが､なぜ

≒､いにふリ休I印やΓ刄府などにより多くのお寺やお墓が丁寧に扁興吉徊ました。

大泉寺(武田信虎墓所)(y白い

建物の奥に墓所がひっそりと囲われています

信玄の父･信虎が自らの位牌所として創建したお寺｡その後48歳の時

に甲斐国を追われ､諸国を30年余り流浪した侶虎は結局､帰国願いが

叶わずに信州で病没しました｡孫の勝頼によりここ大泉寺で葬儀が執

　・　り行ｵっれまＬた。

●Ｃ｣包ま一行や野蛮で非道

な行為が慮jく､家臣の精神的

な跨１もあった憎で･す｡対外

的には父を迫放した不孝もの

として信玄は郷楡されまし

た｡それに随った上杉撫老の

・も有名ですね。
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武田氏中興の祖と最

／ｌ・………履の国宝の菩提寺

営回呻む
｢､ンリレ
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●畠ポイントとも1一マークの無い所li

　駐職場はありません

　圖マークは有料駐崩場です
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東光寺(信玄嫡男:義信墓所)
'｡吻う|･:?

北側のお塵の探●もおすすめです

源義光が祈願所としていた興国院を鐘食期に渡

来僧の懇渓道隆が再調し､佃玄の促圈を受けたお

寺｡裏山には諏訪侵攻で連行された諏訪顛撞や謀

反の疑いをかけられた武田義信の踏所も残りま

す｡仏殿は国の重要文化財。

逍遥院(信玄実弟:信綱墓所)
(しようよういん)

元祖｢信玄の影武者｣は絵が得意でした

信玄の実弟･武田信綱(信廉)の菩提寺｡信玄によ

く似ていたため影武者として敵方を欺いたという

逸話も残っています｡また､絵の才能もあリ彼が描

いた父(信虎)や母(大井夫人)の像は国の重要文

化財に指定されています。

円光院(えんこういん)

武田家家系図をはじめ信

玄ゆかりの遺宝が残る

能成寺助う巳ように､･

南北組掴に闘山

芭殲の句桐もある

㈲山は名僧･菰池本浮禅

師で､定林山能成腫国禅

寺か正式名称｡もともと笛吹布八代町にあったもの

を信玄によって現在地に遷されました｡大石壇から

の眉望が抜群です。

東光寺(とうごうじ)

●漣遭難の作と伝わる池

皇雙豊式塵�が美しい
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長禅寺(信虎正室墓所)(ち｡うあu)

信玄のお母さんのお墓があります。

信玄の母･大井夫人の菩提寺｡夫人は故郷(現･南アルプス

市鮎沢)の長禅寺(現:古長禅寺)ｲ主持に深く帰依し､彼に信

玄の家庭教師役も依頼しました｡信玄はここで儒学や禅、

治国を修学｡出家の儀式もここで行いました。

この甲府の長禅寺は大井夫人墓所ともども移されたお寺。

甲斐善光寺
(かいぜんこうじ)

信玄の信濃侵攻を伝える寺は、

文化財の宝庫

川中島合戦の際に､信玄が戦火にあ

うのを避けてご本尊などの寺宝を甲

州に移し建立したお寺｡入母屋造の本

堂は東日本でも有数の木造建築物

で､山門や阿弥陀如来像とともに国の

畢悪文化財に指定されています。

咳止めには｢おせきばあさん｣1？

甲斐善光寺山門を入ってすぐ右に､咳止め願掛けの

｢おせきばあさん｣かあります|峻が無事止まｺたら、

お礼にｱﾒを奉納するのです｡咳(せき)=石(せき)‥

5!』:IJII ・●
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長禅寺(右ょうぜんLｺ

甲府五山の●‐桔｡傷玄の人

間形威に大きく貢献
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城下町
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舞鶴城公園(ﾏｲﾂﾞﾙｼﾞｮｳｺｳｪﾝ〉

●]証〕

御金蔵稲荷
(ゴキンソウイナリ)

泥棒除けにご利益!?

公金が何と1400両も盗まれたという、

亨保19年の有名な甲府城御金蔵破

リ､その後造られた御金蔵が移転し、

昭和初期にお稲荷さんとして生まれ

変わりました｡今では逆に､盗難除け

のご利益があると親しまれています｡

●朝日二丁目

武出家滅亡後､秀吉の命により築城された甲府城を別名｢舞鶴

城|と呼んでいます｡江戸時代は幕府直轄領｢甲府勤番｣のための

大切な城でした｡現在一帯を公園として無料開放｡最近では鍛冶

曲輪門や鉄門(くろがねもん)、稲荷揚も復元されました｡最上部

からは甲府市両方面が一望｢!歩いたコースを見てみましょう。

｣ArA一一JR甲･|駅4□|咄荷櫓〔ｲﾅﾘﾔｸﾞﾗ〕|他

●900司630{入餉は1600までj●月曜r祝日は開院}､祝｡日の翌日､年末年始●無料

二の堀跡にﾉﾎﾘｱﾄ)1蒙

北から西側にあった堀

甲府城の武家他の内郭部分を囲

んでいた堀の跡｡甲府勤番役宅や

年貢米を保管する米蔵､薬園､学

問所(徴兵館)などがあった｡ここ

から三の堀のエリアは商人や町人

の住む地域とはっきり区分けされ

ていました。

ｌｌ１』メ署ゴラ１
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甲府駅北口

山手御門
ﾂﾏﾉﾃｺﾓﾝj

当時の石垣を土台に昔ながら

の工法で復元

かつて甲府城北側にあった門。

渡櫓門(わたりやぐらもん)と山

手門を総称して呼びます｡山手

門は城門､渡櫓門は武器庫とい

う役割がありました｡渡櫓門の中

には歴史資料も展示され､展望

スペースからの眺めも抜群です。

こ.－一一命名センスが●融

し恕声々’
｢ここで転ぶと良くな

いので､念を入れて転

ばないように歩きな

さい｣といういわれが

ある坂｡坂の上から富

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌ごごI゛I'脚右●l公圖I幽　　１　　　　　十|||がよく見えます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●jJlil･祝日|よ喝鱗1.柵.日の蜀|･!.佃･恕仙

　　　　　･､ヽ。j)!-fダJ､=;.＝・　・、.．.･……･-

●21蚕豆〕舞鶴城公園(ﾏｲﾂﾞﾙｼﾞjｳﾆ)ｳｴﾝ:=

　　　.よs＼41………4;;.=:‘ﾋご::1Ji嵯;ilzi･徳　　　　新・組(甲●●●●)が入っていたかもしれませんでした

7;i.‘i二一1.;1召;;il一
匹　　　　幕末ヽ新撰組は鳥羽伏見の戦いに敗れ江戸へ帰リました.その

　　　　　　　　　I./j･｀j・　¶　　l　　　　　　.　　　　後､近馥勇は「甲陽鎮撫隊｣を絹織.甲府へ向かしヽましたが､藩沼

　y･一一ili.　　　　　　　　　　　　　　　、:'　、に至I』着した頃には､甲府城は既に板垣退助ら官軍方の手に.結

:.こ　……　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　届ヽ両軍は勝沼で戦いヽ官軍が勝淳I』.近藤勇がもう少し早く甲府に

'.･･tl.R.･l･､.1　　　　　　　　　　　　　　.･　･･､.　　向かっていたら.甲府城の歴史も違っていたかもLれませんね。
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横近習大神宮
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柳町大神宮
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簾分には通り一帯で大祭礼が

偏され大勢のÅで難わいます

普段は人気の無い恭かな神社です

が､ｉ府三火祭りの盛大な節分祭で

有名なこつの大神宮です。

三の堀跡(ｻﾝﾀ白犬

今も残る大外の糟の跡

匹別
毎
回

城を中心に内堀,二の堀,Ξの堀に分けられていた甲府

城下町｡Ξの坦は一番外債||にあり,商人や職人が佳む

いわゆる下町エリアでした。

-1-'|･1-,l,'･g,a･･･|一一j,djlll･4f･jlllll咄いか|,･吠tl,･-･-lf一力哨‘刺1ヽ1｣盛ｵ｡

亀屋座跡

(カメヤザアト)

●据匠〕

小江戸と呼ばれた名残り

江戸間の有名な芝居小屋跡｡甲斐国は市川団十郎ゆかりの

地であり､上演される歌舞伎は品目に優れ､間□11問､奥行

20間という規模もさることながら関東では有数の大きなもの

でした、

　IIIlj､IlyにJ･i･ぽ巾rplと呼ぱれるほどにざやかたったそう|芝居が当たるかど

　IL出11 4('､-↑j･J)かるly77わわごほy

山神社gヤマジンジャ）

‐圖町の水に剖する崇敬

汀Fｺ時代､ここは槙噛人の町で

した｡瑞人たちが使う水を相弓

山の神を祀っています。。-

甲斐奈神社
哨ｲﾅｼﾞﾝｼﾞｬ）

信玄の父､信虎ゆかりの地

当初､愛宕山山頂に鎮座していま

したが､武田信虎の築城に際し､現

在の他に遷座｡同じ甲府国鎮守の

神として尊崇されてきました｡同名

の神社は県内に三社あります。

天尊鉢寺いﾉﾝﾀｲｼﾞ）

江戸時代の旗本の墓石も多数　ふ

残るお寺です

ここへ移転する前は甲府北部に

あって徳川水原が本陣とし､大久保　　　　．

男乳佑

瀕

●城東一丁目13-17　　°　　　95分　２’

金山神社
池ナヤマジンジt･〕

●Åの個仰か･今も残る

武器製造から道具製造まで､鍛

冶嘱人こrリアだ･った周辺｡職人

たちが敬弓踏糧【たたら】の神を

｣祀る神社ですj白犬さんが迫力。

教安寺けｺｳｱﾉｼﾞ）

家康の８男のお墓もある

全国を行脚していた木咄が文

化5年に訪れ､七鰻音を造立し

たお寺｡七観音は残念ながら

甲府空�により焼失Ｌてしまい

ました。

●城東二丁目8-4

･11755年､亀・与ａ衛が境内に仮小屋を

・r､11●璃仕刑芝屑の総裁を行いまし

た｡これが亀届凛の舶廳です｡

･

文殊稲荷陳ﾝｼﾞｭｲﾅﾘ】

繭の麗いは何時も問じ

文殊(知恵)を司る菩薩を祀るお稲荷

さん｡創立は文政以前と伝わります。

毎年9月にはお祭りが行われます。

名
君
で
あ
っ
た
信
玄
の
治
世
を
経
て
、
幕
府
直
轄
領
で
も
あ
っ
た
甲
府
（
駅
南
部
）
に
は
、

安
心
感
か
ら
か
職
人
や
商
人
の
暮
す
下
町
に
も
小
江
戸
気
分
が
漂
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｉ
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髪

◆
そ
の
華
や
か
な
町
人
文
化
【
近
世
城
下
町
】

笠森稲荷(ｶｻﾓﾘｲﾅﾘ)

病気平癒の願掛けか

江戸からの移ｲ主の人々のなごりで

しょうか｡汀戸の谷中に(他県にも

ありますが)ある皮膚病治療の願掛

けで有名な稲荷がありますね｡狐さ

まがすごい流し目です｡必見!

Ｓ

り
陶

ｌ
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軸安寺
借jうあんじ）　　　　　　　　Ｉ

大きな石仏や古い鐘があったり江戸の蕃りも体感　｜

「六地蔵石吻」は中世の甲斐石造物文化を代表するもの｡ま

たここは､甲府初の芝居小屋がおかれた場所で汀戸時代、

甲府に来て琴や三味線を教えた謡曲師のお墓もあります。

●家屋の８男のお墓もなぜかあるのです。
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車
と
歩
き
の
ミ
ッ
ク
ス
で
も
Ｏ
Ｋ
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四
季
折
々
の
風
情
が
ス
テ
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で
す
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本居宣長の碑文
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ヤ
マ
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弘
法
大
師
伝
説

（
湯
村
温
泉
郷
）

（
表
示
の
時
間
は
移
動
時
間
の
目
安
で
す
。
※
見
学
時
間
名
ま
す
｀
。
・

弘
法
大
師
が
開
港
し
た
と
伝
わ
る
湯
村
温
泉
郷
は
、
信
玄
の
隠
し
港
と
し
て
も
知
ら
れ
、

旅
館
や
ホ
テ
ル
も
多
く
、
多
彩
な
文
化
人
に
も
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
観
光
巡
り
の
拠
点
に
最
適
で
す

な

杖の湯跡(っえ｡ゆあと)

現弘法湯の裏手にひっそりと佇む

弘法大師が吏北巡行の帰り､道の真ん巾

で通行を困難にしていた大きな石を呪

文を唱えて杖で寄せたところ､そこから

温泉が湧き出したと伝えられています｡

ぶぶ汀巧こ……1｡/141ざ

lり愁j…………j:、●威j

塩潭寺(えゆ白)

厄年の厄除に大人気です

弘法大師が開山し､空也上人

が創立したとされるお寺で、

毎年2月13日正午から14日正

午に開かれる｢厄除け地蔵尊

祭り｣には県内外から大勢の

人々が訪れます｡東西に長く

枝を伸ばした樹齢450年以上

の｢舞鶴の松(甲府市指定天

然記念物)｣も見事。

加牟那爆古墳㈲むむづ宍ふ眉

渡来人の知識や知恵が甲斐にも来たのです

高さ約7m､直径45mの大きな円頂で県の文化財に指定

方れています｡珍しい名前は朝鮮(高句麗)に由来｡6世紀

後半巳白には日本ヘト陸した渡来人が甲斐へも来ていた

ことかうかかえます

－･。２分、、＿｡_　　、。。・＿a=｡=
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湯村八韻とは
なんてすか？

察が開口しています｡全長

6m｡遡絶対に申に入らない

でください、

*道みち

車は通れませんが、

とても真すぐで通学

には最高ですね

ぷ川にそって北西に

まっすぐ伸びる道を通

称こう呼んでいます｡平

瀬浄水場から愛宕山の

配水池まで1.8kmの道

に水道管が埋まってい

たのでこの名がつけら

れました。

　　　諸説ありますが､湯村温泉郷にある8

=　つの史跡をいいます｡塩湯寺､鶯の

』　湯跡､杖の逼跡､ハの古跡､谷の湯跡。

　　　そして､地蔵古墳･加牟一場古墳､御煙

に。一髪c万寿森古墳)のことをいいます。

尊の観音菩薩は身代わり観音とLて

知られています。

涌谷神杜(ゆやじんしや)

上の境内からはアルプスの絶景

鷲@湯跡,わ1.ゆあと，

鶯がお風呂に？

その普,驚か日に伺度も飛んできてい

たところを徊ってみたらお湯がi弗き出

たという伝説が残されています。

秋葉権現と大宮さん､湯桐温泉郷の守り

神･濠谷権現を合わせて祀る古い神社｡境

内には石鳥居､庚申塔､石祠などが数多く

残っていますj･湯権現の伝説｣もあり。

湯村温泉郷ゆかりの人物資料宣

太宰をはじめ文豪との縁を紹介

近年オーブンしたばかりの新しい観光スポット｡湯村温泉郷に

は名だたる文豪が滞在し執筆活動を行いました｡その歴史を

趣向を凝らして様々な角度から紹介しています。

【DATA】＠無料＠10:00~□:00＠日曜､忙未年始
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七塚ハ幡禅社

谷の湯跡

オギノ　　ー,-，

ソョンビノグだノター

I.j;こに1jjゆあと］

壇がとれた?

湯量は豊富でしたが、

非常に塩分の准いお

漕でした｡塩潭寺や塩

部という名はその名残

りといわれ､江戸期か

ら明治期には牛馬が休

む浅瀬の湯船も設けら

れていたそうです。

皿　}
　千塚公園

トイレや駐車場があります。

広い芝生の公園です

Ｉ

.･.･萱四
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1
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．澗志麻壮一
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哩木印ﾝﾀｰ　●

万轟轟古墳(nuゆち宍６)

火薬保管にも使った

入り口から奥まで14の大きな横穴石

ある円墳です武田

心

して使われ､｢御煙硝蔵｣と呼ばれていま

墳丘は松･笹が群生しています。

．ンEへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ。

　　　　　　　　　　　　　　‾｀^｀へ、｀

そ･甲府駅南口から湯村方面路線バスがあります　　｀へ

※甲府駅南口にはレンタカー会社が多数あります

ソ

●各ポイントともーマークの無い所は駐車場はあり　ん

　圖マークは有料駐車場です



甲府駅北□

神明神社叱んめいにんし引

お散歩したでしょうか

甲府代官･中井漬太夫が御祭神、

武田氏滅亡後､甲府城築城で全

戸移住を命じられた塩部の人々

は､耕地が遠く大変でした､着任

してきた彼に噛願するとやっと摺いが聞き入れられたので､感

癩の慧を込めて祀ったと伝わります。

群らﾉｦ
●ﾜ加めij゛゛゛!

llんとに錐の蝕薦があるのです　W

讐､隣の相j｢|で洪水が起きると､疫病が流行Ｌ住民を困らせ

ていまＬた｡｣11の神を鏑めるため､鰻を奉納したところ､洪水

も収ｌり摘も終息したという雪い伝えが残っています。

凰雌1擢L｡_｡2zl

|･|･

御嶋神杜､g。auやj

Zのちょっと先あた･Jは｢美嘆(みさ●)｣というエリアです

太寧の新居のすぐ西にあった神社です｡もとは笛吹市に昭ら

れｎヽた放出氏の守護神を信虎が甲府へ遷座､その後､徳川

鴎代に現在地へ秘されました。

太宰治僑居跡　　と
(ださいおさむきょうきょあと)

当時は家も少なく…

ふたりが昭和14年1月８

日から8月まで住んでい

た場所です｡御崎神社の

手前にある石碑から右

吹Iへ少し入った所にあり

ました。

ド

童朧朧鮪(と弓ぶ､やあと)

新暦と喜久の湯の間

毎日､美知子さんの作った湯

豆腐を酒の肴に晩酌した新

婚時代の太宰｡住まいから近

く､通りの角にありました。

まれた御全一破ﾘの後につくられ

たことから､今では盗難除けの徳利

話があると披しまれています｡

慶長院:けいちょういん）ll涯三〕

当時の雰囲気を色濃<残す参道
哨沢哺り沿いにある曹洞宗のお寺｡甲府城の山手門

を拷誓Ｌたと伝わる山門(黒門)があります｡甲府の大

41奪のーにも蜻｡けずに残り､風格を漂わせ７います。

lilぃﾒﾓｺ弓?ysRI]Ξ〕甲府駅北□　　　　ず
W

sﾘ１

　太宰の人生が平穏な時でした。

拝伏鱒‾さんにお世話してもらったり､周囲の

人々石穏やかで､太宰治の人生の中でも甲府に

居た頃が人生で一番落ち着いていた｣ようで

す今日は､のんびり湯豆腐で晩酌しますか?
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一について

朝日通りは､道路上

に有料駐車ワク(200

円)がありますが､40

分の時間制限です。

や・

／

./I
朝日

通り
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喜久の湯巾。ゅ

太宰にちなんだイベントも時々開催

新婚時代､太宰治が通った温泉｡創業は昭和9年で､その

後改築ざれましたが､レトロな雰囲気は堪能できます。

【DATA】●大人400円●10:00~2130 ●水曜
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富
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、
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峠
ご
｝
‐
府
は
太
宰
治
が
、
多
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な
心
情
の
変
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市
井
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関
わ
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人
々
の
様
子
を
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ｔＥ〕

潰運寺困いうらじ）

さなさんのこと知ってたのかな?

日蓮宗のお寺､寿館はこのお寺の参

道に面していました｡太宰も踏みし

めたであろう当時の敷石は現在､境

内の藤棚下に移されています。

※･このお寺にはまた､坂本龍馬の婚約者だったとされる千

葉さな子さん(千葉道増の定吉の娘)のお墓もあります。

寿館跡にとぶきかんあと）

この路地の奥の中程です

拝伏鱒二を通じて紹介された美知子さんと

のお見合いはうまくいき､太宰は天下茶屋か

ら石原家近くのここへ下宿を移し､結婚前に

石原家との親交を深めました｡向かいには

大きな製紙工場があったとされています。、

※手前の角は三味線屋ざんです

石原家禽家跡
〔いしはらけじっかあと〕

奥さんのご実寂ですね

太宰治の査･石原美知子さんの実

家跡です｡ごの辺りは当時､水門町

と呼ぱれたところ｡昭和20年には

東京から疎開してきたものの､甲

府大空襲で全焼してしまいます。

Ｉ
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な

丸山場古墳

凰土記＠丘●産物直売翔

地元の産物が色々そろって塵しい|

甲府南IC近くにあります｡美味しくて新

蘇な野菜や果物をはLこめ､山梨のお士

塵も販売｡俑リによってみるのも楽し

みの一つ｡火曜定休｡9:OC-17:CO

iiiSil
㎜ｒ"－"'．- 〃?ぎ9ミ

右左□の里白宍ち宍と1

富士五湖スタイルの釣り堀も

釣り堀やハーベキュー場､バンガロー

なとがそろっています｡陶芸教室内に

は山崎方代の資料館もあり｡月曜定

休｡9:00~□;00.TEL055-266-4680

銚子輝古墳
(ちょうレゴかこふん)

上からの風景はなかなかです

4世紀後半につくられた東日本

最大級の前方復円墳で､国指定

の史跡｡お銚子(柄の長い酒器)

に似ていることから名づけられ

ました｡周溝をひとまわりして見

学できます。

中央自動車道

甲府南

インターチェンジ

II･!II-

2

　　｡25分

岩清水遺跡
(いわしみずいt!きJ

ミニサイズの古畑です

弥生時代後期の住居跡や古墳時代中

期の円刑眉溝嘉などがあります｡墳丘

の屠りを砂il』で埋め､眉満を復元｡ま

た､ここからは須磨器や士師●(はじ

き)も出土Lています。

(ひがしやまみなみいせき)

渡来人文化が残ります

弥生時代後期から古墳時代

中期にかけての遺構や遺物

が発見された場所｡朝鮮か

らの渡来人より伝えられた

須恵器(すえき)が出土され

ています。

'!ijlj'｀"‘･r“‘゛゛;｀λQ

iiili!lt

!:■A,な道?

甲斐と駿河を最短距離で結んだ古道｡甲斐から

その一番の難所･右左口峠へ向かう長い坂道沿

いに曽根丘陵が位置し､商人や旅人でにぎわう

｢右左□宿(うばぐちじゅく)｣かありました。

Ｉ



カンカン焙龍叱ぞ･う)

方代もllいたようですよ

191.KI薦古擾の厄除け蛾｡蔵｡｡自分の体のliい

部分と地｣酸の同じ部分を石でﾛﾛくと.S＜な

るとい刺れ､この愛称がつきました｡宿場町

を莞守るように摺の畳北に鎮座しています｡

円楽寺(えんらくじ)

境内のイチョウも(紅葉がす

ごい)文化財!

修験の祖･役小角(えんのおづ

の)によって開勁｣されたと伝わ

ろ古寺､本堂に安置される役の

行者坐像は国内最古版の木像

です｡また､方代の菩提寺でも

あリ毎年､彼の命日(8月19日)

しこは｢方代忌｣加世まれます。

昇仙峡とは？
II.「

１り･
|。i,l’｡1

左□神杜(むちふuゃ)

地元の方が綺麗に整備しています

この地に農業(養蚕)を教えたといわれる珊瑚珠姫

けんこずひめ)を祀る神社｡地元では｢御作神(お

方ぐち)とも呼ばれ､池名のもととなったという説

があります

広怒罵

ｺﾞ∠叶こ

J圖'‘
‾

ﾉj　
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ふ庄刑X

奇岩と清流のダイナミックな渓谷美で知ら;

国の名膳で文人らも多く来訪しました｡名i

劃岳そばを味わったり､ロープウェイやトテ」

に業ったり､一日楽しめます。

　　　　　覚円峰〔かくえんぽう〕

　　　　　海外の方にもÅ気です

糾仙峡の主峰｡高さ18nmの巨岩でそ

の讐､個･覚円が頂上で･修業したと伝

わります｡パワースポットと｡しても有名。

右左口榴の､徽皇寺隅です

大正3年11月1日に右左□村(現･甲府市右

左□町jで8人兄弟の宍っ子として生まれま

した｡実家は水車業を営んでいました｡あず

まやや直筆で刻まれた歌碑があります。

痢、

仙耀滝４んがたき）

豪快というよりは優美

仙峨とは中国神話に登場する女性名｡高さ30

mの壮麗な滝で新緑や紅葉､雪景色とどの季節

も美しい眺めです。

h －

曳 C

長
田
円
右
衛
門
生
家

諮

円右衛門の旧碑
ﾐ,.凡ぞんのｙにひI

現在は改修され移築

円右衛門生家近くにある石碑｡彼の功譜を称え､嘉永4年

･!1851Hご建立されました。

Ｚ骨酎軒の碑

ロープウェイＸ

゜5°゜只

　匪匡一1へ

　四回1一一で
臓瓦亘iSll ’y?

一一ｂ４
そI門

延延E聖E謳lづご、

　　　　夢の松島●争.’

Y’

(おっこつたいけんのひ)ｉ

昇仙峡の名付け親か?

j-

江戸時代の儒学者で徽典館の学長だっ

た乙骨耐軒が撰文し､文人･浅野梅堂が

書したとされる碑｡｢渓谷の美しさは仙

岳に登る想い｣と絶賛したことから昇仙

峡の名がついたとも伝わります。

山崎方代って

どんな入？

(やまざきほうだい)

けました｡幽近な癩を題

豺にした口語短歌が共感

を呼んでいます。
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す
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　　　　　　　　　　　　ちnjﾒぞｺ亨£，

長田円右衛門とは？C11S4:SI)

(おさだえんえもん)
江戸時代後期､甲斐猪狩利の出身で､人跡未踏

の深山幽谷だったところを9年もの歳月をかけ

て櫛岳新道を完成｡昇仙峡を世に知らしめた先

覚者として知られています。

句llﾀﾞﾑ自在亭跡
(じざいていあと)

　　　与謝野夫妻が逗留したところ

仙鎧滝上にあった旅館の跡｡現在

の椙のたもとです｡昭和9年に与謝

野晶子･鉄幹が訪れた際､ここに宿

泊しました｡昇仙岐では31首の歌

を詰んでいます。

円右●門舗碑cえんえもんLんr力

今も東屋があってほっとできます

遊歩道沿いの石碑｡r手足にヒピ､アカギレを出し

ながら哲男して山谷を●剛し､､､｣と碑文からい

かに当時の様子か困難だったかがうかがえます。

SISI

撞梼亭鮪(せったいていあと1

ごごからの眺めがいいんです|

新道完成後､彼はこの場所にお休み処とLて

｢接待亭｣を設けました｡通行人にわらじを
完ったり､湯茶の接;?

持をしたそうです。’ｊ

俗称rお助け茶届J

i

とも呼ばれました。
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甲府市は山梨県のほぼ中央に位置し､四季を通じて多彩な景観と

産物を楽Ｌむことかできます｡

●東京方面から甲府駅

0JR新宿駅から[JR中央本線]:特急で約1時間30分

OJR大月駅から[JR中央本線]:特急で約30分

●静岡方面から甲府駅

OJR富士駅から｢JR身延線｣:特急で約1時間40分(静岡駅からは約2時間10分)

●長野方面から甲府駅

OJR松本駅から[JR中央本線]:特急で約1時間15分

分甲府駅南□にはレンタカー会社が多数あります。

●東京方面から甲府駅／○新宿駅西口から約2時間10分

●名古屋方面から甲府駅／◇名古屋駅から約4時間3分

●関西方面から甲府駅／◇京都駅から約6時間

●静岡方面から甲府駅／◇静岡駅から約3時間

●東京方面から弓ﾖ府

〈〉新宿から一中央自動塞道経由

　甲府南IC､甲府昭和ICで降り表示に従ってください、

●静岡方面からｉ府

ｏ娘二甕名高遠の新漬水IC:国道52号を北上し､甲府市内を目指してください。

０東名高遠の富士IC:国道1ｮ9号(西塞士バイパス3を北上し、

　国道358号か国道137号を経由し甲府を目指してください。

●長野(名古屋)方面からｉ府(申央自動車道経由)

ｏ中央自動葦道:双葉スマートIC(ETCのみ)､甲府南IC､甲府昭和ICで降り

　表示に従ってください。

●甲府市観光課/〒400-8585山梨県甲府市丸の内一丁目18番1号

電話:055-237-5702

URL:http://www.city.kofu.yamanashi.jp/welcome

　甲府市観光協会

URL:http://e-kofu.com
甲府市観光課

-

ス
マ
ホ
用

-

鵬
1=私蔵ご

゛‐，……j4

　　皿

甲府市観光協会

４．｡

このハンフレットは再生紙を使用していまｊ

201341
a100


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	挿入元ファイル:"nakamiti14.pdf"
	page1


